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Quality of Service
Cisco UCSは、Quality of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定をシステム全体にわたって指定するた
めのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、DCE（Data Center Ethernet）を使用して、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラ
フィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネットの帯

域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に 2つの仮想
レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンのQuality of Service（QoS）を設定でき
ます。 Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がどのように割
り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。
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各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割
り当てられる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 1：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じてデータパケットのドロップを許可するドロップポリシーが

あります。このシステムクラスは無効にできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスは無効にできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

システムクラスの設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバQoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2   

指定されたシステムクラスに対し、イーサネッ

トサーバQoSイーサネット機密モードを開始し
ます。

UCS-A /eth-server/qos # scope
eth-classified {bronze | gold |
platinum silver}

ステップ 3   

指定されたシステムクラスをイネーブルにしま

す。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
enable

ステップ 4   

指定されたシステムクラスにサービスクラスを

指定します。有効なサービスクラス値は 0～ 6
UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified # set
cos cos-value

ステップ 5   

です。値の大きい方がより重要なトラフィック

であることを示します。

チャネルでパケットをドロップできるかどうか

指定します。

no-dropオプションを使用できるシス
テムクラスは 1つのみです。

（注）

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified # set
drop {drop | no-drop}

ステップ 6   

このvNICで受け入れられる最大伝送単位、つま
りパケットサイズ。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified # set
mtu {mtu-value | fc | normal}

ステップ 7   

vNICに対応する QoSポリシーがある
場合、ここで指定したMTUは、関連
付けられたQoSシステムクラスで指定
されたMTUと同等以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステ
ムクラスのMTU値を超えている場
合、データ転送中にパケットがドロッ

プされる可能性があります。

（注）

クラスがマルチキャストパケット送信に最適化

されるかどうかを指定します。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified # set
multicast-optimize {no | yes}

ステップ 8   

指定されたシステムクラスに対して相対的な重

み値を指定します。有効な重み値は 0～ 10で
す。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified # set
weight {weight-value | best-effort
| none}

ステップ 9   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 10   
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次の例は、プラチナシステムクラスをイネーブルにし、チャネルにパケットのドロップを許可

し、サービスクラスを 6に設定し、MTUを normalに設定し、マルチキャストパケット送信用に
クラスを最適化し、相対重みを 5に設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set drop drop
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set cos 6
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set mtu normal
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set multicast-optimize yes
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set weight 5
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

システムクラスのディセーブル化

QoSポリシーで使用されるシステムクラスを無効にすると、Cisco UCS Managerは QoSポリシー
が設定されているサーバのトラフィックに対して CoS 0のシステムクラスを設定します。 CoS 0
に設定されているシステムクラスがない場合、ベストエフォートシステムクラスが使用されま

す。ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスは無効にできませ

ん。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ QoSモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2   

指定されたシステムクラスに対し、イー

サネットサーバ QoSイーサネット機密
モードを開始します。

UCS-A /eth-server/qos # scope
eth-classified {bronze | gold | platinum
silver}

ステップ 3   

指定したシステムクラスをディセーブル

にします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
disable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、platinumシステムクラスをディセーブルにし、トランザクションをコミットする例を示し
ます。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disable
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UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

Quality of Service ポリシーの設定

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality ofService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織で組織モードを開始します。デフォルト組織

モードを開始するには、/を org-nameとして入力します。
Switch-A# scope org
org-name

ステッ

プ 1   

指定した QoSポリシーを作成し、組織 QoSポリシーモー
ドを開始します。

Switch-A /org # create
qos-policy policy-name

ステッ

プ 2   

QoSポリシーが使用する出力ポリシー（vNICおよび vHBA
の両方）を作成し、組織QoSポリシーの出力ポリシーモー
ドを開始します。

Switch-A /org/qos-policy #
create egress-policy

ステッ

プ 3   

（任意）ホストとCiscoUCSManagerのどちらが vNICに対
するサービスクラス（CoS）を制御するかを指定します。
この設定は、vHBAには影響しません。

Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set host-cos-control {full
| none}

ステッ

プ 4   

ホストに CoSを制御させるには、fullキーワードを使用し
ます。パケットに有効なCoS値がある場合、ホストはその
値を使用します。それ以外の場合、指定されたクラスプラ

イオリティに関連付けられたCoS値を使用します。指定さ
れたプライオリティに関連付けられた CoS値を Cisco UCS
Managerに使用させるには、noneキーワードを使用しま
す。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

出力ポリシーで使用されるシステムクラスを指定します。

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラスキーワード
を指定できます。

Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set prio sys-class-name

ステッ

プ 5   

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御するQoSポリシー
にこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポ
リシーにこのプライオリティを使用します。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しないでくだ
さい。 ベーシックイーサネットトラフィックレーン

のために予約されています。この優先順位を QoSポ
リシーに割り当て、別のシステムクラスをCoS0に設
定する場合、Cisco UCS Managerはこのシステムクラ
スのデフォルトには戻りません。そのトラフィックの

CoS 0でプライオリティがデフォルトに戻ります。

平均トラフィックレートとバーストサイズを定義して、出

力トラフィックのレート制限を指定します。 line-rateキー
Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set rate {line-rate | kbps}
burst bytes

ステッ

プ 6   
ワードは、物理回線レートにレート制限を設定します。 0
の値に等しく、レート制限は指定しません。最小値は 8
で、最大値は 10,000,000です。

レート制限は、Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイス
カードおよび Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイス
カードのvNICでのみサポートされます。CiscoUCSM81KR
仮想インターフェイスカードは、vNICおよび vHBA両方
のレート制限をサポートします。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# commit-buffer

ステッ

プ 7   

   Cisco UCS Manager CLI コンフィギュレーションガイド、リリース 2.2
6 OL-31133-02   

Quality of Service の設定
QoS ポリシーの設定



次の例は、vNICトラフィックの QoSポリシーを作成し、プラチナシステムクラスを割り当てて
出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設定し、トランザクショ

ンをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VnicPolicy34
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio platinum
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

次の例は、vHBAトラフィックのQoSポリシーを作成し、fc（ファイバチャネル）システムクラ
スを割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設定し、

トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VhbaPolicy12
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio fc
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

次の作業

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラス
を無効にした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベストエフォー
トシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナント機能
を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、組織階層から一致する QoSポリシー
を見つけようとします。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
に /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定された QoSポリシーを削除します。UCS-A /org # delete qos-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次の例は、QosPolicy34という名前の QoSポリシーを削除し、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete qos-policy QosPolicy34
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータを有効にする必要があります。

Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能を有効にした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンクイーサ

ネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効になっ

た後、通常のレベルにリセットされます。受信機能を有効にした場合、アップリンクイーサネッ

トポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワークポートが

ポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで停止しま

す。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの設定

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。CiscoUCSポートでフロー制御フレー
ムを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desiredに設定されてい
ることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを offに設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンクフロー制御モードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink # scope
flow-control

ステップ 2   

指定されたフロー制御ポリシーを作成します。UCS-A /eth-uplink/flow-control
# create policy policy-name

ステップ 3   

次のフロー制御プライオリティオプションのいずれ

かを指定します。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set prio prio-option

ステップ 4   

• auto：PPPがこのファブリックインターコネク
トで使用されるかどうか、Cisco UCSシステム
とネットワークがネゴシエートします。

• on：このファブリックインターコネクト上で
PPPがイネーブルにされます。

次のフロー制御受信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set receive receive-option

ステップ 5   

• off：ネットワークからのポーズ要求は無視され、
トラフィックフローは通常どおり継続します。

• on：ポーズ要求に従い、そのアップリンクポー
ト上のすべてのトラフィックは、ネットワーク

でポーズ要求が取り消されるまで停止されます。

次のフロー制御送信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set send send-option

ステップ 6   

• off：パケット負荷に関係なくポート上のトラ
フィックが通常どおり流れます。

• on：着信パケットレートが非常に高くなる場合
に、UCSシステムがポーズ要求をネットワーク
に送信します。ポーズは数ミリ秒有効になった

後、通常のレベルにリセットされます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# commit-buffer

ステップ 7   
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次の例は、フロー制御ポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set prio auto
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set receive on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set send on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy #

次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンクフロー制御

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
flow-control

ステップ 2   

指定されたフロー制御ポリシーを削除し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control #
delete policy policy-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/flow-control #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、FlowControlPolicy23という名前のフロー制御ポリシーを削除し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control #
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